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4.　ESWare 最適化技術を実現するソフトウェア

4. 1　ES/Analyzer

ES/Analyzer
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量）が所与のグリッドを対象として経済性を評価す
る場合，エネルギー貯蔵システムの出力と容量をパ
ネルで指定し，「 SINGLE RUN」ボタンを押してシ
ミュレーションを実行する．シミュレーションに要
する時間は，① シナリオの長さ ② 時間分解能 ③ 最
適化計算の収束判定条件，などに依存するが，時間
分解能 15 分で 1 年分のシミュレーションの場合，
比較的高速な PC を使用して数分程度である．
エネルギー貯蔵システムの最適な構成が未知であ
る場合，ユーザインタフェースの上部にあるボタン
「 PARAMETRIC ANALYSIS」を押すことで起動す
るパラメトリック分析ツールを利用することができ

る．本ツールでは，さまざまな構成のエネルギー貯
蔵システムに対して上述したものと同じシミュレー
ションを行い，蓄電池の構成と利益率および正味現
在価値 ( NPV ) の関係を可視化する．この結加 ．㎈
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に統計情報，第 7 図にエネルギー貯蔵システムの構
成，第 8 図に経済性評価結果を示す．それぞれのグ
ラフはズームイン，ズームアウトが可能であり，細
部の詳細な傾向を確認できる．また，より詳細な数
値を表計算ソフトウェアのレポートとして出力する
ことも可能である．なお，経済性評価に際しては，
入力シナリオは 1 
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て予測モデルの学習・予測の修正を行うほか，エネルギー
貯蔵電力需要を直接駆動するフィードフォワード補正や，
意図した SOC の変化からの差異に基づくフィードバック
制御など，予実差に確実に対処する機能を備えている．

5.　適　用　例

5. 1　ES/Analyzer を用いたピークシフトのための蓄電

　　　   






